




授業実践 じしゃくにつけよう
学年・教科 第 ３学年・理科

実施日時 平成2９年1０月27日（金）公開授業Ⅱ

分科会名 理科中学年部会

助 言 者 岩手県立総合教育センター研修指導主事 黄川田泰幸先生

指 導 者 山本 恵吾（３年３組）

・模擬実験を実物だけでなく，説明するための掲示用を準備したことで，スムー

ズな展開ができた。

・実験用具を多種類準備したり，器具の準備を班ごとに準備したりするなど，
児童の好奇心を大切に展開を考えることができた。

・班ごとに実験結果をホワイトボードにまとめ，黒板に提示し共通点，差異点を

考えさせることで，学び合いの視点を一目で理解する工夫につながった。
・実験用具を準備した物だけでなく，自由に考えさせることで，子ども達の自由

な発想に働きかけることができた。

・教師が考えた見通しと子ども達が考えた見通しにずれが生じたことで，実験
へのさらなる意欲化へつながった。

・児童が定着した内容と，教師が定着させたい内容に多少のずれが生じた。ど

こまで定着させたいかを見極める必要がある。

・グループ学習の内容を一人一人の定着につなげるために，さらなる工夫が必

要である。

・ホワイトボードに考えをまとめ提示する方法は，３年生でも有効であることが

わかったので，さらに活動の経験をふませる必要がある。

・ふり返りの視点を，「どんな実験をしてみたいか」等，上学年の内容を含みな

がら進めていく。
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